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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　　９月　　20日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　田村　広恵　　記録者　　本川　沙織
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・谷内　愛子様～奇死念慮・身体のビリビリ感訴えあり、主治医診察にて精神神経用剤が本日
　　　　　　　　夕から７日分臨時処方となっています。奇死念慮あるので本人様の所在確認
　　　　　　　　をしっかりと行い、訴えを傾聴し、身体不調については薬剤調整している事


　　　　　　　　やプログラムに集中して頂きたい事説明しましょう。
・小山　正好様～徘徊著明に見られる為、主治医診察にて循環器官用剤・精神神経用剤が本日

朝から７日分臨時処方となっています。ぼんやり感・流涎・食事の口腔内

溜め込みは以前に臨時処方となっていた精神神経用剤の副作用の可能性ある

との事で止めとなっています。頭部CT検査は施行せず様子観察でとの指示

あります。引き続き、徘徊・ぼんやり感・流涎・食事の口腔内溜め込み・

盗食行為等の有無・所在を確認しながら、見守り・介入していきましょう。
・大久保　まつゑ様～主治医診察にて浮腫軽減してきている事から、利尿剤が本日朝から７日分

　　　　　　　　　　臨時継続処方
となっています。引き続き、下肢の浮腫・一日の尿量チェック
　　　　　　　　　　を行っていきましょう。


・北山　和子様～精神神経用剤の注射1A本日施行しています。引き続き、大声での独語・粗暴
　　　　　　　　行為・他患者様とのトラブルの有無を観察していきましょう。


・荒屋敷　チエ様～主治医診察にて抑鬱状態・気分の落ち込み・不安感強い事から、抗鬱剤が

本日昼より６日分臨時処方となっています。何をしていいかわからないと

訴えているので、訴えを傾聴し日課のリズムを崩さないように声掛けして
　　　　　　　　　いきましょう。ゆっくりとですがホールを行き来し落ち着きのなさ見られ

　　　　　　　　　ます。日課をこなす事から始めていくよう説明しましょう。励ます事は


返って落ち込みを強くしてしまうので励まさないようにしましょう。


・古川　徳一様～本日肺癌の状態を観る為、岸原病院受診しています。肺癌の拡大はないとの
　　　　　　　　事です。
岸原病院でもレントゲン施行し、当院のレントゲン写真と見比べる


　　　　　　　　そうです。返事を送る際に当院のレントゲン写真も返却するとの事です。

主治医へはその旨伝えています。
・鈴木　サダ様～御家族来院されています。今後の保護者は鈴木　幸一様（甥）となります。

本人様について用事がある時は幸一様へ連絡して下さい。
＜２階浴室クレイドルについて＞
・昨日業者が修理に入り故障箇所の修理終了しています。昨日午後より入浴時使用し

ています。そこで今後の使用の仕方について業者より注意がありましたので病棟スタッ

フに連絡致しますので宜しくお願い致します。

①入浴終了後は必ず浴槽を起こし→後ろの壁についてある栓（バルブ）を２ヶ所閉め

る→浴槽にお湯をためる栓を開け、水を抜き閉める。
　※水圧を使用し上げ下げしているので水圧を抜く。行う事で故障を予防出来るとの

事（冬期の水道栓の水抜きと同じ様な意味合い）　　

②浴槽にお湯をためる蛇口の温度を設定しています。

　もし…（Ａ）温度を上げたい

　　　　（Ｂ）温度を下げたい　　　という場合

　浴槽の蛇口・シャワーが付いている下の部分に赤い回す所が2つあります。
　（Ａ）…2つ同時に左に回す。　　（Ｂ）…2つ同時に右に回す。となります。
以上周知徹底お願い致します。　

＜長根　矢一様の転倒事故報告・検討＞
・９月１９日15：00、作業療法士諏訪がDホールでプログラム実施していた。長根矢一様は、プログラム参加していたが、途中徘徊していた。作業療法士の背後で他患者様の車椅子フットレスト部分につまづき倒れかけている所を作業療法士が目撃しかけつけるが間に合わず床に転倒。

　主治医へ報告し、イソジン消毒・ガーゼ保護の処置指示あり。　　　　
今後の対策→所在確認をしっかりと行う。

いつも○○の可能性があるだろうと危険を予測しながら業務を行う。

徘徊時は付添いする。

使用していない車椅子はホールに置かず、Ｃユニットスタッフオフィスに置く。

プログラム時、徘徊する患者様のそばで付き添いながらプログラムを行う。
～歩行不安定・車椅子からの立ち上がりあり、転倒の可能性のある患者様～
１階→荒谷　正毅様、峰田　満男様、沼沢　ミヤ様、松田　信夫様、住吉　鉄男様

　　　荒屋敷　チエ様、木ノ下　ツヨ様　　

２階→長根　矢一様、坪　邦俊様、谷内　愛子様、瀬川　はな様、市橋　ひで様、浜中　トキエ様、塚田　昌様、斉藤　数子様、田中　豊三様、古川　徳一様
＊以上のことを周知徹底し、転倒事故を起こさないように業務をおこなっていきましょう。







